
N召 四 明 残
この製品は、お風呂場の洗い場でお子さまの

身体を保持し、洗髪、身体の洗浄を補助する入

浴用の補助具です。

△ 曽告
浴槽などの水をためた場所で

の使用はしないでください。

3ヵ月頃(首がすわつてから)～24ヵ月頃
※3ヵ月頃(首がすわつてから)～6ヵ月頃 (腰
がすわる前)までは、必すリクライエングの

角度で使用してください。

●リクライニング
の角度

背もたれ

サイドキャップ オープン
ガード

リクライニング
レバー

座 面

滑り止めゴム

●濡れた状態のまま浴室内に放置しますと、カビが発生することがあります。

使用後は水分をよくな、き取り、日陰で乾燥させてください。

●汚れた場合は、中性洗剤を柔らかなスポンジにつけて洗つてください。

●塩素系漂白剤などは使用しないでください。

●たわし又は、みがき粉でみがくと傷がつくことがあります。

「tか馬;|

●こ使用の際は、必す保護者のかたが付き添い、絶対にお子さまから目を離さないでください。
お子さまは思わめ動きをし、ケガをするおそれがあります。

●「使用目的および用途」以外での、使用はしないでください。
重大な事故につながるおそれがあります。

●浴槽など、水をためた場所での使用は絶対しないでください。
お子さまが溺れるおそれがあります。

●お子さまを乗せたまま持ち上げたり、移動しないでください。
手を滑らせたり部品がはすれたりして、お子さまが落下するおそれがあります。

●高所や不安定な場所での使用はしないでください。
お子さまが転倒し、ケガをするおそれがあります。

●お子さまをオープンガードや背もたれに乗せたり、腰掛けさせたり、座面に立たせたりしな
いでください。お子さまが転倒し、ケガをするおそれがあります。

△ 注 意

●製品を箱から出したら、すぐに組み立ててください。
お子さまが突起でケガをするおそれがあります。

●製品の組み立ては、保護者のかたが行つてください。
●火気や熱いものの近くでの使用、および放置はしないでください。
お子さまがヤケドをしたり、火災のおそれがあります。

●ジャグチなど突起物の近くで、使用しないでください。
お子さまがケガをするおそれがあります。

●保護者のかたは、背もたれやオープンガードに体重をかけたりしないでください。
製品が破損するおそれがあります。

●オープンガードの取り付け取りはすしや、リクライエングの操作は必す保護者のかたが行つ
てください。

0こ 使用前に必す背もたれの安全ロックがロックされていることを確認してください
0お 子さまを乗せているときは、必すオープンガードを取り付けて使用してください。
●お子さまを乗せたまま、リクライエング操作はしないでください。
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はしないでください。



①図のように、背もたれを座面に対

して水平に持ち、座面側の支柱と

背もたれの位置をあわせ、はめて

ください。

②背もたれを外側に広げながら、矢印Aの方向に回転させて

はめ込みます。この時、キャップベースが背もたれに正し

く取り付けられていることと、リクライエング操作ができ

ることを確認してください。

③サイドキヤップの方向を合わせ

キャップベースにしつかりとは

め込んでください。

首もたれの角度は、チェアの角度とリクライエングの角度の2段階です。

お子さまの月齢や、用途によつて使い分けてください。

●チェアの角度 (首もたれを立てた状態)

①安全ロックを矢印の方向にスライドさせ、ロック

を解除します。

安全ロックを中央部まで動かすと解除されます。

②同時にリクライエングレバーを押し込みながら、

リクライエングの操作をします。

③首もたれの角度を決め、手を離すと自然にロッ

クします。

※チェアの角度で使用する場合は背もたれを軽く

前後させて、ロックされていることを確認してく

ださい。

※チェアの角度に戻すときには、リクライエングレ

バーを押し込ますに操作できます。

△ 注意 16ヵ月頃(腰がすわる前)までは、必すリクライニングの位置で使用してください。

●リクライエングの角度 (背もたれを倒した状態)

リクライエング
レバー トヽ、

①開閉ボタンを押しながら、オープンガード

を図のように少し上にあげます。
②矢印の方向にスライドさせるようにして、

取りはすしてください。

開閉ボタン

△
注
意

●お子さまを乗せているときは、必すオープンガードを取り付けて使用してください。

●オープンガードを取りはすし、お子さまを乗せおろすときは、十分に注意してください。

転倒やケガをするおそれがあります。

●オープンガードを取りはすすときは、無理に上に開くことはおやめください。

●座面や首もたれは、取り付け前のパーツの状態では一言田こ鋭利な力所があります。指のケガなど
△ | にこ注意ください。

憲|:蚤:居悟程倭乃異芳里蕩脅活雇豪圏港卍帥 っかりと、取り付けられている
ことを確認してください。

①オープンガード先端を、本体に向かつて

右側のガードベースに引つ掛けるように

セットします。

②矢印のようにオープンガードをはめ込みます。

△ |オ
ープンガードを取り付ける際は、お子さまの足や手などをはさまないように注意してください。

憲蓑雰呈号切名亡1蔦晃繁軽臣耕軒)嬬田製饂 硫
とを闘してください。

ガードベース


